
平成２２・２３年度保険料算定の流れ

○後期高齢者医療費の財源構成

○保険料率算定の流れ
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高齢者の保険料
（1割）

後期高齢者支援金（若年者の保険料）
（約４割）

　
　　支出（医療給付費等）
　 （ア）費用の見込額

①療養の給付から、一部負担
　金を控除した額

②財政安定化基金拠出金の額

③保険事業に要する費用の額

④審査支払手数料の額

⑤被保険者に係る入院時食事
　療養費等の額

⑥特別高額医療共同事業拠出
　金の額

⑦その他
（葬祭費等）の費用の額

　収入（国庫負担金等）
   （イ）収入の見込額

①国庫負担金
　（高額医療費含む）

②調整交付金

③道負担金

④市町村負担金

⑤後期高齢者負担金

⑥その他収入
（国庫補助・道補助）
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賦課総額の按分方法

被保険者
均等割総額

　 所得割 ：均等割
　（所得係数：  １　）
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※６
 所得割額＝被保険者に係る基礎控除後の
　　　　　　　  総所得金額等×所得割率 ※７
※７
 所得割率＝所得割総額÷基礎控除後の総所得金額等の金額

※８
　被保険者均等割額
　＝被保険者均等割総額　÷　被保険者総数

※６

合算

※８

現在の被保険者均等割額…４３，１４３円

現在の所得割率…９．６３％

保　険　料　額　の　算　定

※１ 保険料収納必要額（A） ＝ （ア）費用の見込額ー（イ）収入の見込額

※２ 予定保険料収納率＝特別徴収割合＋｛（１－特別徴収割合）×普通徴収収納率｝
                                           　※９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※10

※３ 賦課総額 ＝　（A）保険料収納必要額　÷　予定保険料収納率

※４　所得係数　＝　当該広域連合の１人あたり所得　÷　全国１人あたり所得
　　　（平成22.23年度の料率算定においては、平成20年度の調整交付金における数値を基本とする）

※５　所得割総額　＝　被保険者均等割総額　×　所得係数

（限度超過額含む）

※９　特別徴収割合
　　　　賦課総額のうち、特別徴収の方法により徴収が見込まれる保険料額の割合

※10　普通徴収収納率
　　　　普通徴収により徴収することが見込まれる保険料収納率


